
　ブロック塀について、以下の項目を点検し、ひとつでも不適合があれば危険なので改善し
ましょう。
　まず外観で１～5をチェックし、ひとつでも不適合がある場合や分からないことがあれば、
専門家に相談しましょう。

□１．塀は高すぎないか
・塀の高さは地盤から２．２ｍ以下か。

□２．塀の厚さは十分か
・塀の厚さは１０cm以上か。（塀
の高さが２ｍ超２．２ｍ以下の場合
は１５cm以上）

□３．控え壁はあるか。（塀の高さが１．
　　　２ｍ超の場合）
・塀の長さ３．４ｍ以下ごとに、塀
の高さの１／５以上突出した控え
壁があるか。

□４．基礎があるか
　　・コンクリートの基礎があるか。
□５．塀は健全か
　　・塀に傾き、ひび割れはないか。

〈専門家に相談しましょう〉
□６．塀に鉄筋は入っているか
・塀の中に直径９mm以上の鉄筋が、
縦横とも８０cm間隔以下で配筋
されており、縦筋は壁頂部お
よび基礎の横筋に、横筋は縦
筋にそれぞれかぎ掛けされて
いるか。
・基礎の根入れ深さは３０cm以上か。
（塀の高さが１．２ｍ超の場合）

出典：パンフレット「地震からわが家を守ろう」日本建築防災協会　２０１３．１
　　　より一部改

危険なブロック塀の撤去費用を補助
　６月に発生した大阪府北部地震における被害を踏まえ、危険なコン

クリートブロック塀などの撤去費用を補助します。　　　　　　　　

■問（市）建築住宅課　建築係

▼補助対象
　下記①～③に付属するブロック塀など（一般の通行がある道に面し、現行の建築基準法の規定に適合

していないもの、または老朽化などにより危険と市が認めるもの）

①個人が所有する住宅（賃貸の用に供するものは除く）

②幼稚園、保育所または認定こども園

③社会福祉施設（保育所および認定こども園を除く）

▼補助内容　撤去費用（ただしブロック塀の面積１ｍ２当たり１万円まで）の２／３（上限 ①２０万円 ②９０万円 

　③１６０万円）

　その他、条件などがありますので、問い合わせてください。

ブロック塀点検のチェックポイント


